
チェック欄

業　務　委　託　設　計　書
事　 業　 年　 度 令和 8年度

設　 計　 年　 月 令和　年　月

予　 算　 科　 目 款 項 目 節

履　 行　 場　 所 京都市内一円

路線名又は河川名等

委  託  業  務  名 令和8年度河川点検業務委託

履　 行　 期　 間 契約日の翌日から令和 9年 3月15日まで

事　業　課（所）名 河川整備課 単 価 使 用 年 月 令和　年　月

業　 務　 番　 号 歩 掛 適 用 年 月 令和　年　月

変　 更　 回　 数 基 準 適 用 年 月 令和　年　月

前　払　金　支　出 単　 価　 地　 区

京都市  建設局

京都市



委 託 概 要
河川点検 式 1    

計画準備・資料収集 式 1    河川の巡視・点検 km 20    

堤防区間の点検 河川 8    山間部河川の巡視 河川 20    

委 託 理 由 　本業務は、京都市が管理する準用河川及び普通河川の巡視・点検を実施し、河川の現状を把握することを目的
とする。

設計額
金額 増減額

請負額
金額 増減額

業　　　務　　　費
前回

今回

 円

 円
 円

 円

 円
 円

内 業　務　価　格
前回

今回

 円

 円
 円

 円

 円
 円

訳 消費税相当額
前回

今回

 円

 円
 円

 円

 円
 円

京都市  建設局
京都市



積算参考資料（間接費補正一覧）
単  価  使  用  年  月 2026年6月

歩  掛  適  用  年  月 2026年6月

基  準  適  用  年  月 2026年6月

単 　  価 　  地 　  区 2602:Ⅱ地区

京都市



工種 種別 細別 規格・条件 見積等項目名 単位 単価(円)
施工費（諸雑費込）

等の区分
備考

河川点検 河川点検 計画準備・資料収集 式 391,750 直接人件費

河川点検 河川点検 河川の巡視・点検 km 128,860 直接人件費

河川点検 河川点検 堤防区間の点検 河川 89,256 直接人件費

河川点検 河川点検 山間部河川の巡視 河川 49,982 直接人件費

河川点検 河川点検 照査・報告書作成 式 446,450 直接人件費

見積参考資料

※見積等項目名が空欄の場合、細別のすべてを含む単価を示しています。見積等項目名を記載している場合は、細別のうち見積を採用した部分の単価を示しています。

積算で採用した見積等の単価は下表のとおりです。



業務委託料内訳書
業務名 令和8年度河川点検業務委託 業　　種

項　　目
土木設計業務
河川点検

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

河川点検

式 1    

河川点検

式 1    

河川点検

式 1    

計画準備・資料収集

式 1    

内   1号

河川の巡視・点検

km 20    

単   1号

堤防区間の点検

河川 8    

単   2号

山間部河川の巡視

河川 20    

単   3号

照査・報告書作成

式 1    

内   2号

共通

式 1    

共通(設計業務)

式 1    

打合せ等

式 1    

打合せ 中間打合せ：1回

業務 1    

内   3号

直接経費

式 1    

京都市- 1 -



業務委託料内訳書
業務名 令和8年度河川点検業務委託 業　　種

項　　目
土木設計業務
直接経費

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

直接経費

式 1    

旅費交通費

式 1    

旅費交通費　

日 20    

単   4号

電子成果品作成費

式 1    

電子成果品作成費(設計)

式 1    

直接原価（その他原価除く）

式 1    

その他原価

式 1    

内   4号

一般管理費等

式 1    

内   5号

設計業務価格

式 1    

消費税相当額

式 1    

設計業務委託料

式 1    

京都市- 2 -



１次内訳書
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

内   1号 計画準備・資料収集

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

主任技師

R0402 人 0.5  

 

技師(A)

R0403 人 1    

 

技師(B)

R0404 人 2    

 

技師(C)

R0405 人 2    

 

技術員

R0406 人 3    

 

合計

 

京都市- 3 -



１次内訳書
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

内   2号 照査・報告書作成

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

主任技師

R0402 人 1    

 

技師(A)

R0403 人 1.5  

 

技師(B)

R0404 人 2.5  

 

技師(C)

R0405 人 2    

 

技術員

R0406 人 2    

 

合計

 

京都市- 4 -



１次内訳書
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

内   3号 打合せ 中間打合せ：1回

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

打合せ

WS505501 業務 1    

内   6号 03-02-01

合計

 

１次内訳書
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

内   4号 その他原価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

直接人件費（設計業務）

式 1    

 

α／(1－α)

％

 

その他原価

式 1    

 

合計

 

京都市- 5 -



１次内訳書
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

内   5号 一般管理費等

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

業務原価

式 1    

 

β／(1－β)

％

 

一般管理費等

式 1    

 

調整額  

合計

 

京都市- 6 -



２次内訳書
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

内   6号
WS505501

打合せ

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

主任技師

R0402 人 1.5  

 

技師(A)

R0403 人 1.5  

 

技師(B)

R0404 人 1.5  

 

合計

 

京都市- 7 -



１次単価表
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   1号
河川の巡視・点検

単位 km 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

技師(A)

R0403 人 0.1  

        

技師(B)

R0404 人 0.8  

        

技師(C)

R0405 人 1.05 

        

技術員

R0406 人 1.05 

        

合計

        

単価

        

京都市- 8 -



１次単価表
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   2号
堤防区間の点検

単位 河川 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

技師(A)

R0403 人 0.06 

        

技師(B)

R0404 人 0.5  

        

技師(C)

R0405 人 1    

        

技術員

R0406 人 0.5  

        

合計

        

単価

        

京都市- 9 -



１次単価表
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   3号
山間部河川の巡視

単位 河川 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

技師(A)

R0403 人 0.02 

        

技師(B)

R0404 人 0.28 

        

技師(C)

R0405 人 0.58 

        

技術員

R0406 人 0.28 

        

合計

        

単価

        

京都市- 10 -



１次単価表
単価使用年月 2026.06

歩掛適用年月 2026.06

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   4号
旅費交通費　

単位 日 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

ｶﾞｿﾘﾝ
ﾚｷﾞｭﾗｰ

Z040011001 L 5.13 

        

ﾗｲﾄﾊﾞﾝ
1.5L

ML40010001 日 1    

        

ﾗｲﾄﾊﾞﾝ
1.5L

MT40010001 時間 1.9  

        

合計

        

単価

        

京都市- 11 -
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特 記 仕 様 書 

委託業務名 令和８年度河川点検業務委託 

履 行 場 所 京都市内一円 

 

第１条  

本業務の履行にあたっては、本特記仕様書によるほか、「土木設計業務等委託必携（令和

８年２月  京都市）※」（以下「業務等委託必携」という。）によるものとする。 

※ 京都市情報館「トップページ」⇒「まちづくり」⇒「技術管理」⇒「監督・検査」⇒

「設計・測量等業務委託の仕様書、様式等」参照 

（http://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/0000190817.html） 

また、本業務で使用する図書は、共通仕様書に定める適用示方書・指針等の他、各種技

術基準の最新版および関係通達等を使用するとともに、今後の改定等についても十分留意

すること。「設計・測量等業務委託の仕様書、様式等」参照 

   

第２条（一般事項） 

１ 次の事項については、受注者の独自の判断で実施してはならない。必ず監督員に報告

して確認すること。 

（１）設計図書に明示していない事項の処理 

（２）設計変更に係る事項の処理 

（３）関係機関との協議にかかる事項の処理 

（４）天災その他不可抗力による事項の処理 

２ 受注者は、仕様書と契約書の相互間に違いがある場合には、その状況を監督員に報告

し、指示を受けなければならない。 

３ 業務の着手時、業務の区切り、または疑義が生じた場合においては、監督員と常に密

接に連絡、打合せを行い、その内容をその都度打合簿に記録し、監督員の確認を受ける

こと。 

 

第３条（電子納品） 

１ 本業務は電子納品対象業務とする。 

ここでいう電子成果品とは、「京都市建設局電子納品実施要領（業務編）（令和６年３

月版）」（以下「要領」という。）に基づき作成された電子データをいう。 

なお、要領に記載のない事項や疑義がある場合は、監督員と協議のうえ作成するもの

とする。 

２ 成果品は、要領に基づいて作成した電子成果品を電子媒体で１部提出するとともに、

製本版１部［報告書（簡易製本）１部、図面（A３縮小版）１部）］を納品する。 

３ 成果品の提出の際には、京都市建設局電子納品チェックシステムによるチェックを行

い、エラーがないことを確認後、ウイルス対策を行い提出すること。 

 

第４条（ウィークリースタンスの実施） 

   本業務委託は、ウィークリースタンスの対象である。 

実施に当たっては、「京都市建設局ウィークリースタンス実施要領」に基づき、受発注者

相互に協力し、以下の項目について取り組むこととする。 

http://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/0000190817.html
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  ⑴ 休日明け日（月曜日等）は依頼の期限日としない。 

⑵ 休前日（金曜日等）に新たな依頼をしない。 

⑶ 勤務時間外に書類作成等の依頼をしない。 

⑷ 昼休みや勤務時間外の打合せを行わない。 

⑸ 作業内容に見合った作業期間を確保する。(適正な期限日を設定する。) 

⑹ 打合せは Web 会議（ビデオ会議機能）も活用する。 

なお、業務委託の特性を踏まえ、災害等の緊急的な対応、第三者等の要求に伴う対応及び

関係機関等との協議による休日又は夜間作業等により、取組が実施できない場合の対処方法

（依頼や期限に関する特例、代休、振替休日の措置等）については、受発注者で確認し、共

有する。 

 

  第５条（業務の目的） 

    近年頻発する局地的大雨等による浸水被害を受け、管理河川の治水安全度の向上が求め

られている。治水安全度の向上に当たっては、河川改良等の治水対策だけでなく、各河川

が保有する流下能力の確保のため、河川の現状把握や、浚渫・除草・補修等の維持管理が

重要である。 

そこで、本市では、計画的で持続可能な河川維持管理の実現のため、準用河川及び普通

河川を対象に点検を実施し、結果を「点検記録表」として記録し、補修計画に活用してい

る。 

本業務は、京都市が管理する準用及び普通河川のうち、主に市街化調整区域に位置する

河川及び堤防を有する河川を対象に、巡視・点検等を実施のうえ、「点検記録表」を作成

するものである。 

 

第６条（業務委託契約書について） 

前払金は、請負代金の３０％以内とする。 

 

第７条（貸与資料） 

貸与する資料は以下のとおりとする。 

・令和７年度河川点検業務委託 報告書 

・初回点検に関する資料（現地踏査表、河川カルテ、点検調書） 

・全河川の管理表（点検内容や結果等の全ての情報を一覧表にしたもの） 

その他必要な資料がある場合、監督員と協議のうえ、必要と認められるものについて貸与

する。  

 

第８条（適用基準及び準拠すべき図書） 

本業務の履行に当たっては、本特記仕様書及び業務等委託必携のほか、以下の基準による

ものとする。 

（１）河川点検参考資料～解説編～（京都市）（契約後貸与） 

（２）河川点検参考資料～手順編～（京都市）（契約後貸与） 

（３）京都市が管理する河川の維持管理について（本市のホームページ参照） 

（４）国土交通省河川砂防技術基準 計画編、設計編、調査編、維持管理編 

（５）京都府砂防技術基準(案) 

（６）中小河川の堤防等河川管理施設及び河道の点検・評価要領 

（令和６年３月 国土交通省） 

（７）堤防等河川管理施設及び河道の点検・評価要領（令和５年３月 国土交通省） 

（８）堤防等河川管理施設及び河道の点検・評価要領参考資料 

（平成 31 年４月 国土交通省） 
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（９）解説・河川管理施設等構造令（社団法人日本河川協会） 

（10）土木工事標準設計図集（近畿地方整備局） 

（11）設計便覧（案）（近畿地方整備局） 

（12）中小河川計画の手引き(案)（一般財団法人国土技術研究センター） 

（13）その他必要に応じて指定する図書 

 

第９条（文書による変更手続き） 

業務内容の変更等により設計変更を行う必要が生じた場合には、変更契約手続きを文書

により確実に行うために、必要な指示や協議等は、打合せ簿や業務等委託関係書類等の書

面により行うものとし、これがないものについては、設計変更の対象としない。 

 

第１０条（土地の立入り等） 

１ 現場での作業については事前に関係機関、地元への周知が必要となる場合があること

から、監督員の指示により周知等を行い、作業が円滑に進められるようにすること。 

２ 現地踏査等により第三者の所有する土地に立入る必要がある場合には、監督員に報告

のうえ、受注者において関係土地所有者等に事前に連絡し了解を得ること。 

３ 作業の実施に伴い、私有物件の破損等を生じた場合の当該所有者への補償は、受注者

の負担とする。 

４ 現地調査に際しては身分証明書を携帯し、業務にあたるものとする。身分証明書は、

土地所有者、その他関係者等から請求があったときには、これを提示するものとする。 

 

第１１条 業務等委託必携に対する特記事項は、次のとおりとする。 

第１１０８条（照査技術者及び照査の実施） 

照査報告書は、成果品納入時に監督職員に提示すること。 

   

第１１１１条（打合せ等） 

業務における打合せは、業務着手時、中間時、成果品納入時の計３回行うものとする。

中間打合せは、巡視・点検作業実施中に行うものとするが、監督員と協議のうえ、打合せ

回数を変更できるものとする。打合せ回数に変更が生じた場合は、設計変更の対象とする。 

なお、業務着手時及び成果品納入時には、主任技術者又は管理技術者が立ち合うものと  

する。 

 

土木設計業務編 

第１２０６条（設計業務の内容） 

１ 計画準備・資料収集 

業務の目的及び主旨、本仕様書に記載する業務内容を把握し、業務概要、実施方針、

業務工程、組織計画等を記載した業務計画書を作成する。 

 

２ 河川の巡視・点検 

河川の巡視を行い、過年度点検結果と比べて、護岸、河道、その他の状況に変化がな

いかを目視により確認する。巡視範囲は初回点検※１の河川カルテにおける点検範囲と

同じとする。 

巡視範囲のうち、過年度評価が「ｃ（予防保全段階）」及び「ｄ（措置段階）」であっ

た箇所、新たな変化（損傷状況の変化や新たな損傷）を発見した箇所を対象に、「護岸（右

岸）」、「護岸（左岸）」、「河道」、「暗渠」、「その他」の区分に応じた点検（状況の確認、

変状箇所の計測、写真撮影等）を行い、点検記録表に損傷の箇所、状況及び写真を記載

し、写真撮影位置図を作成する。また、点検箇所の目印として現地の河川構造物に「京

都市 5年点検」又は「京都市 1年点検」と記したシールを貼る。 
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巡視範囲のうち、損傷がなかった区間については、点検記録表に「巡視状況」と記載

し遠景写真を貼り、写真撮影位置図を作成する。 

また、巡視・点検結果を過年度評価と比較した一覧表を作成する。 

※１ 初回点検：平成 28年度～令和 2 年度までの 5 年間で実施した河川点検のこと。 

 

３ 堤防区間の点検 

堤防を有する河川について、過年度点検結果に示された堤防区間を対象に、「土堤（堤

内）（堤外）」「護岸（堤内）（堤外）」について点検（変状箇所の計測、写真撮影等）を行

い、点検記録表（堤防）に損傷の箇所、状況及び写真を記載し、写真撮影位置図を作成

する。また、点検箇所の目印として現地の河川構造物に「京都市 5 年点検」又は「京都

市 1 年点検」と記したシールを貼る。 

また、堤防点検結果を過年度評価と比較した一覧表を作成する。 

  

４ 山間部河川の巡視 

山間部の河川（河川管理施設がほとんどない河川）について、巡視を行い、河川の状

況に異常がないかを目視により確認する。巡視範囲は河川下流端に存する集落の範囲及

び山地の入り口 100m 付近までとする。 

巡視の記録として、巡視記録表に写真を貼り、写真撮影位置図を作成する。この際、

写真は下流端の状況、集落範囲の状況、山地部状況の３枚を基本とする。 

また、巡視した山間部河川の一覧表を作成する。 

 

上記２～４の数量は以下のとおりとする。※２ 

項目 数量 備考 

河川の巡視・点検 河川延長 

合計２０．０ｋ

ｍ※３ 

 

・点検記録表作成箇所数の目安は、巡視延長１ｋ

ｍあたり１０箇所程度 

堤防区間の点検 ８河川 ・８河川の堤防区間合計延長（左右岸合計値）は

約３．３ｋｍ 

山間部河川の巡視 ２０河川 ・１河川あたりの巡視範囲は河川下流端に存する

集落の範囲＋山地の入り口 100m 付近まで（１

河川あたり平均 300m を想定（集落 200m＋山地

100m＝300m）） 

※２… 履行期間中における大雨の発生等によっては、巡視、点検の数量等が変更とな 

る場合がある。変更が生じた場合は設計変更の対象とする。 

※３… ２０．０ｋｍのうち、約１．４ｋｍは暗渠区間である。 

 

５ 照査・報告書作成 

巡視、点検に関する記録資料、点検記録表、写真撮影位置図の作成等について照査を

行い、本業務の調査結果を報告書に取りまとめる。 

    

   ６ 旅費交通費 

    １日当たりの旅費交通費については、下表のとおり。 

名 称 規 格 単 位 数 量 摘 要 

ガソリン ﾚｷﾞｭﾗｰ  L 5.13 2.7L/h×1.9ｈ 

損料 ﾗｲﾄﾊﾞﾝ 1.5L  時間 1.9 運転時間当り損料 

損料 ﾗｲﾄﾊﾞﾝ 1.5L  日 1.0 供用日当り損料 
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７ その他 

・使用するカメラはＧＰＳ機能付きとする。 

・撮影した写真データ（ＧＰＳ）は電子成果と別に提出する。 

・カメラの解像度の設定は、ＶＧＡ（640×480）、またはこれと同程度の解像度とする。 

・点検記録表、点検記録表（堤防）、巡視記録表を保存するファイル名は別途指示する。 

・点検箇所の目印として現地の河川構造物に貼るシールの仕様は別途指示するが、より

良い方法があれば提案すること。 

・業務遂行にあたり、河川点検実施の効率性、継続性の観点から、より良い方法があれ

ば提案すること。 

・暗渠区間の点検にあたっては、必要に応じて作業主任者を選任する等、十分な安全確

認を行うこと。また、酸素濃度計により酸素濃度の確認を行う他、必要となる安全対

策を講じたうえで実施すること。 

 

第１２条（タブレット端末等による現地記録の試行及び協力）  

１ 発注者は、本業務においてタブレット端末を用いた点検記録表作成システムのテスト使用

を実施する。 

２ 受注者は、別紙に示す点検記録表等に代わり、前項の規定に基づくテスト使用に協力する

ものとする。対象河川は契約後に監督員と協議のうえ定めるものとする。なお、タブレット

端末は発注者が貸与するものとし、タブレット端末を用い作成した点検記録については、別

紙に示す点検記録表の作成は不要とする。 

３ 本試行に伴う点検作業の変更は、記録手法の変更（Excel 等のデータからタブレット端末

への移行）であり、点検の基本事項、対象施設、点検項目及び判定基準等については、本仕

様書に定めるとおりとする。 
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■本業務における「河川の巡視・点検」の範囲 

・下記の既存資料を貸与します。この資料から本業務における「河川の巡視・点検」の範囲を把

握します。 ※この資料を作成いただく訳ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙） 

（初回点検資料） 

（初回点検資料） 

a～d 評価のうち、c評価と d 評価については、点検調

書写真の右肩にオレンジまたは赤字で記載してある。 

今回業務の「河川の巡視・点検」の範囲 

（この範囲内の c、d の箇所について点検記録表を作成する） 
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■本業務において作成する「点検記録表」及び「写真撮影位置図」（ﾌｫｰﾏｯﾄﾃﾞｰﾀは提供します） 

・下記は本業務の河川の巡視・点検において作成する点検記録表及び写真撮影位置図です。 

・堤防点検に使用する点検記録表（堤防）、山間部河川の巡視に使用する巡視記録表もこれに準

じたものを準備します。 

 

 

点検記録表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真撮影位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙） 

現 場 で 記 録 し た 内 容 を
Excel に入力します。 「評価」も自動記入されます

が、必要に応じて修正します。 

自動入力されま
す。 

写真張り付けボタンを使用して、「写
真」を貼り付けます。 

⑩－１ 
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■参考：「点検記録表」の作成について 

・現地状況及び河川カルテ（初回点検）を参考に、凡例表（発注者から提供）を用いて該当記

号を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検記録表への入力 

 

 

 

 

 

 

 

凡例表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙） 
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■参考：写真撮影について 

・点検では、延長や幅、奥行き等を計測し、計測の状況写真を撮ります。 

・計測の状況写真は、遠景、近景、詳細の写真を撮ります（３枚以上を基本とする）。 

・点検記録表に貼り付けた写真には河川の流向を示す矢印を記入します。また、わかりやす

くするため、必要に応じて写真の中に損傷箇所を明示します。 

 

 

 

 

 

 

（別紙） 

遠景（損傷箇所の位置を特定しやすいように、

周囲の建物等も出来るだけ映るようにする。） 近景（損傷の大きさが分かるように） 

詳細（必要に応じて） 詳細（厚み等を計測） 

損傷箇所 




